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１、 わたくしたちは、 きまりを守り、 親切で明るい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 仕事に喜びをもち、 豊かな村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 青少年に希望を老人に生きがいを、 そして心

のあたたかい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 自然を愛し、 花と緑の美しい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 常に知識を求め、 スポーツに親しみ、 楽しい

村をつくります。 
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村民憲章 ▲

月号

第422号

　２～４ 平成23年度一般会計予算

　　５ 財政比較分析について

　　６ 交通死亡事故「０」の日継続6000日達成記念大会

　７～10 わだい

　11～12 お知らせ

　　13 社協だより

　　14 健康だより

　　15 ピッカピカの１年生

　　16 はじめまして、戸籍の窓
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今月の内容 ▲
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『交通安全の誓い』　　　　交通死亡事故「０」の日継続6000日
達成記念大会の一幕
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　平成23年度の一般会計当初予算が、3月2日定例会に提出され、3月3日、歳入
歳出それぞれ24億9,114万円、前年度比7.1％増で可決されました。
　自主財源の乏しい当村にとって、根幹である地方税は、当村の基幹産業である水産業の不振や公
共事業抑制等のため雇用情勢が厳しく増収は見込めない状況となっている。
　ここ数年は、事務事業の見直しや退職不補充等により、人件費・物件費・補助費等の歳出抑制策
を講じてきたが、財源不足は避けられず、財政調整基金や地域振興基金をはじめとする各種特定目
的基金の繰り入れ、電源立地地域対策交付金の維持運営費等への充当により一般財源不足を補って
きている。平成23年度予算編成においては、物件費の圧縮、補助金の見直し等、更なる歳出抑制に
努めたが、引き続き電源立地地域対策交付金を維持運営費等に最大限充当することにより、歳入不
足を補い予算編成したところである。
　また、平成21年度から診療所の不良債務解消に本格的に取り組んでおり、平成23年度も不良債務
解消分として当初予算において８千万円を計上している。

■村　　　税
　住民税は、減少傾向にあるが、タバコ税について4,504千
円の増額を見込んでいる。また、現在の申告状況によると依
然として厳しい状況となっている。
■地方交付税
　歳入総額の54.6％を占める地方交付税については、普通交
付税は60,000千円の大幅な増を計上しているが、特別交付税
は、総額の１％が普通交付税にシフトする予定であるため、
25,000千円の減額計上とした。国全体としては、0.5兆円（2.8％）
の増となっているが、国勢調査人口の減少等を考慮し、当村
では大きな増額は見込めず、留保額も多くは見込めない状況
である。

■国庫支出金
　国庫支出金は、蛇浦漁港改修事業補助金の県補助金への組み替え等により9,727千円の減額となっている。
■県 支 出 金
　県支出金は、蛇浦漁港改修事業補助金等の増により49,750千円の増となっている。平成23年度においても、
電源立地地域対策交付金の促進枠分として100,500千円を維持運営費等に充当している。他に、維持運営費と
して消防分署費へ112,000千円を充当している。これについては、直接一部事務組合の会計へ交付される。
　また、発電周辺施設分16,388千円及び電力県移出分16,800千円については、全額公共施設維持運営基金へ積
み立てることとしている。
■財 産 収 入
　財産収入は、あわび稚貝売払い収入を計上しないため、13,111千円の減額を見込んでいる。
■繰　入　金
　財政調整基金の繰入は、普通交付税が確定するまでの財源調整として50,000千円を計上している。
　水産業振興基金については、水産振興対策及び組合経営強化対策事業とし
て75,000千円を繰り入れることとしている。
■地　方　債
　地方債は、総額で68,800千円の増となった。ふるさと農道整備事業債8,700
千円、治山事業債2,500千円、漁港整備事業債48,300千円、消防施設整備事業
債10,000千円を引き続き計上している。新たに、旧焼却施設解体事業債39,000
千円、道路整備事業債として37,200千円を計上している。
　臨時財政対策債については、30,000千円減の90,000千円を見込んでいる。

歳　　　入（単位：千円）

平成23年度一般会計予算

24億9,114万円（前年度比7.1％）

村民税 55,305
固定資産税 54,283
軽自動車税 3,733
村たばこ税 16,909
入湯税 3,102

村税（133,332千円）の内訳
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■議　会　費
　総額で、議員共済費の大幅な増により、11,368千円の増と
なった。
■総　務　費
　総額で、25,942千円の増となった。主な要因は、戸籍電算
システムリース料8,062千円の増と選挙費の増によるもので
す。
■民　生　費
　総額で16,016千円の増となった。主な要因は、介護保険特
別会計繰出金16,037千円の増によるものです。
■衛　生　費
　総額で、42,617千円の増となった。旧焼却施設解体事業と
して新たに40,525千円を計上している。平成23年度も診療所
の不良債務解消分として80,000千円を当初予算に計上してい

る。また、貸付金として100,000千円を引き続き計上している。
　また、ごみ収集運搬業務委託料については、債務負担行為を設定し、全面委託で３年契約を予定し、平成
23年度は29,550千円を計上しているが、平成23年度は債務負担行為は設定せずに「風間浦村長期継続契約を締
結することができる契約を定める条例」を一部改正し、３年間の継続契約により全面委託することとしている。
■農林水産業費
　総額で、6,643千円の増となった。折戸地区ふるさと農道緊急整備事業負担金8,750千円、森林整備地域活動
交付金事業2,751千円、小規模治山事業5,450千円を引き続き計上している。
　また、水産振興対策及び組合経営強化対策事業補助金は5,000千円減の75,000千円、蛇浦漁港改修事業は
70,000千円増の100,000千円、下風呂地区広域漁港整備事業負担金13,000千円を引き続き計上している。
　新規の単独事業としては、桑畑漁港改修事業3,500千円を計上している。
■商　工　費
　総額で、5,261千円の増となった。雇用対策関係事業委託料9,560千円、布海苔採り体験ツアー補助金900千円、
ゆかい村海鮮どんぶりまつり事業補助金3,000千円、ゆかい村鮟鱇ブランド化戦略事業2,100千円を計上してい
る。
　また、桑畑温泉管理費については、年間管理費として30,806千円を計上している。
■土　木　費
　総額で、42,553千円の増となった。道路新設改良費は、甲住宅線及び統合中学校線の改良工事37,200千円を
新たに計上している。また、住宅建設費は蛇浦地区の用地測量及び設計業務委託料7,700千円を計上している。
■消　防　費
　総額で、14,022千円の増となった。分署費については、引き続き電源立地地域対策交付金112,000千円を充当
することとしている。交付金については、直接下北地域広域行政事務組合会計へ交付されるため、負担金か
ら控除している。
　また、非常備消防費事務委託金として18,084千円、小型動力ポンプ付積載車購入費として11,303千円を計上
している。財源は過疎対策事業債10,000千円を充当予定としている。
■教　育　費
　総額で、5,793千円の増となっている。同志社中学校体験入学事業補助金2,626千円、奨学資金貸付金は
11,280千円増の21,000千円を計上している。
　スクールサポーターについては、学校生活支援員として、引き続き各学校管理費に所要額を計上している。
また、平成23年度からはすべての学校において放課後こども教室を開設することとし、所要経費を計上して
いる。
■公　債　費
　総額で、3,376千円の減となった。公債費は今後数年間は総額350,000千円程度で推移し、依然として歳出に
占める割合の高い状況が続く見込みである。
　なお、地方債元利償還費総額343,759千円のうち、240,000千円程度は普通交付税により措置される見込みと
なっている。
　一時借入金利子については、4,000千円を計上している。
■諸 支 出 金
　総額で、556千円の減となっている。引き続き、電源立地地域対策交付金発電周辺施設分の16,388千円及び
電力県移出分の16,800千円を公共施設維持運営基金へ積み立てることとしている。

目的別歳出（単位：千円）
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性質別歳出（単位：千円）

■人　件　費
　総額では1,621千円の増となった。職員は２名の退職不補
充であるが、議員共済費の制度改正により12,441千円の大幅
な増となった。
■物　件　費
　総額では50,989千円の増となった。物件費については、予
算編成時において抑制に努めているが、新たに村勢要覧作成
委託料2,100千円、福祉防災調査業務委託料6,478千円、津波
ハザードマップ作成委託料3,000千円、防災計画修正（原子
力防災編）委託料2,121千円、戸籍電算化システムリース料
8,062千円、障害者基本計画等作成委託料2,976千円を計上し
ている。また、インフルエンザ予防接種委託料は3,181千円
の増、健康診査委託料は1,174千円の増額となった。
■維持補修費

　総額では268千円の増となった。除雪委託料は1,000千円の増となっている。その他の施設の維持補修費は、
各種経済対策交付金を活用した各施設の改修工事により減額となっている。
■扶　助　費
　総額では5,369千円の増となった。子ども手当の増額を見込んでいるが、国会での審議を注視しなければな
らない。
■補 助 費 等
　総額では18,098千円の減となった。水産振興対策及び組合経営強化対策事業として5,000千円減の75,000千円
を引き続き計上している。
　消防分署費を除く下北地域広域行政事務組合負担金については、11,312千円の減となっている。
　下北医療センター負担金については、診療所の不良債務解消分として80,000千円を当初より計上した。
　なお、あわび等種苗放流事業補助金は計上していない。
■普通建設事業費
　総額では106,843千円の増となった。補助事業では、蛇浦漁港改修事業として70,000千円増の100,000千円を
計上している。
　単独事業では、道路新設改良事業として、２路線37,200千円を計上している。
　県営事業負担金は、下風呂地域広域漁港整備事業負担金13,000千円、折戸地区ふるさと農道緊急整備事業負
担金8,750千円を引き続き計上している。
■公　債　費
　総額では3,376千円の減となった。
　一時借入金利子については、4,000千円を計上している。
■投資・出資・積立金
　総額では、556千円の減となっている。引き続き、電源立地地域対策交付金発電周辺施設分16,388千円及び
電力県移出分16,800千円を公共施設維持運営基金へ積み立てることとしている。
■貸　付　金
　診療所運営費貸付金100,000千円、奨学資金貸付金は貸付金額の増により11,280千円を増の21,000千円を引き
続き計上している。
■繰　出　金
　総額では11,943千円の増となった。簡易水道特別会計繰出金が5,300万円の減となったが、介護保険特別会計
繰出金は、16,037千円の増となっている。

平成23年度 特別会計当初予算

国民健康保険特別会計 351,748千円 後期高齢者医療特別会計 23,938千円

簡易水道特別会計 105,681千円 下風呂財産区一般会計 15,680千円

介護保険特別会計 350,331千円 易国間財産区一般会計 1,783千円
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市町村財政比較分析表
(平成21年度普通会計決算)

財　　政　　力
財政力指数　[0.11]

財政構造の弾力性
経常収支比率　[88.2%]

給与水準（国との比較）
ラスパイレス指数　[94.1]

人件費・物件費等の状況
人口1人当たり人件費・物件費等決算額　[304,533円]

公債費負担の状況
実質公債費比率　[16.2%]

将来負担の状況
将来負担比率　[115.5%]　

定員管理の状況
人口千人当たり職員数　[19.39人]

財政力

財政構造の弾力性

　　給与水準
（国との比較）

人件費・物件費等の
状況

定員管理の状況

公債費負担の状況

将来負担の状況

類似団体平均

風間浦村
※類似団体平均を100とした
   ときの比率で表した。
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標準財政規模 1,452,842 千円

歳 入 総 額 2,588,492 千円

歳 出 総 額 2,538,839 千円

実 質 収 支 40,266 千円

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

0.30

0.60

0.90

1.20

1.50

0 120 120.00

H21H20H19

類似団体内順位
107/123

全国市町村平均
0.55

青森県市町村平均
0.35

0.12

0.19 0.19 0.18

0.05

1.08

0.12
0.11

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

H21H20H19

類似団体内順位
99/123

全国市町村平均
91.8

青森県市町村平均
91.4

95.3

87.4 84.9 81.9

93.0

88.2

97.0

61.5

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

H21H20H19

類似団体内順位
66/123

全国市平均
98.8

全国町村平均
95 1

94.9

92.8

93.1

92.9

94.9

102.8

93.5

71.4

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

H21H20H19

類似団体内順位
55/123

全国市町村平均
115,856

青森県市町村平均
110 478

313,880 315,332
304,533

300,655 298,597

318,168

1,842,380

155,106

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

(%)

300.0

200.0

100.0

0.0

H21H20H19

類似団体内順位
114/123

全国市町村平均
92.8

青森県市町村平均
155.0

165.7

46.2

143.9

29.0

115.5

213.7

11.2
0.7

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

H21H20H19

類似団体内順位
81/123

全国市町村平均
11.2

青森県市町村平均
16.7

18.0

16.4

17.8

15.9
16.2

28.4

14.5

△0.2

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

(人)

100.00

80.00

60.00

40.00

20.00

0.00

H21H20H19

類似団体内順位
55/123

全国市町村平均
7.33

青森県市町村平均
7 02

20.06

19.05 19.3919.30

19.35 19.44

82.62

8.16

【財政力指数】
　　類似町村平均を下回っているが、これは自主財源が非常に少ないことを示している。
今後も、自主財源の根源である村税の徴収確保を図らなければならない。

【経常収支比率】
　　平成20年度からは、普通交付税の増と公債費のピークを超えたことにより改善傾向
にあるが、依然として類似町村平均を上回っている。平成21年度も、普通交付税の増
額と経常経費の節減により改善傾向にある。今後も行財政改革の推進を図り経常経費
の節減に努めることとしている。

【人口１人当たり人件費・物件費等決算額】
　　ほぼ類似町村平均となっているが、引き続き事務事業の見直し等により行財政改革
を推進することとしている。

【ラスパイレス指数】
　　類似町村平均をやや上回っているが、今後も給与の適正化に努めることとしている。

【将来負担比率】
　　過疎対策事業債・簡易水道事業債・診療所不良債務により、類似町村平均を大きく
上回っているが、今後も新規発行債の抑制や診療所不良債務の計画的な解消に努める
こととしている。

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

※グラフ内数値は１月31日現在のもの ※グラフ内数値は１月31日現在のもの

【実質公債費比率】
　　類似町村平均を上回っているが、公債費のピークを超えたこと、普通交付税が伸び
ていること等により、今後は減少が見込まれている。平成22年度以降も新規発行の抑
制により公債費の圧縮を図ることとしている。

【人口1,000人当たり職員数】
　　類似町村平均となっているが、引き続き、退職補充を最低限に留め、定員の適正化
を図ることとしている。

 分　析　欄
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こ
の
記
録
の
達
成
の
陰
に
は
、
各
交
通

安
全
関
係
団
体
に
よ
る
日
頃
か
ら
の
交
通

安
全
活
動
が
あ
り
、
交
通
安
全
運
動
期
間

に
お
け
る
交
通
安
全
旗
の
設
置
、
交
通
安

全
街
頭
指
導
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
や
関

係
す
る
運
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
地

道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
記
録
達
成
の
一

端
を
担
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

大
会
は
、
風
間
浦
村
交
通
安
全
対
策
協

議
会
畠
山
照
治
副
会
長
よ
る
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
主
催
者
と
し
て
風
間
浦
村

長
職
務
代
理
者
と
蛸
島
敏
春
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の
青

森
県
県
知
事
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ
た
環

境
生
活
部
次
長
、
青
森
県
警
察
本
部
長
代

理
と
し
て
出
席
さ
れ
た
青
森
県
警
交
通
部

長
、
大
間
警
察
署
長
、
青
森
県
交
通
安
全

協
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
６
０
０
０
日
達
成
に
あ
た
り
、

交
通
安
全
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
団
体
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
風
間
浦
保
育
所
交
通

安
全
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
に
よ
る
幼
児
の
立

場
か
ら
の
交
通
安
全
の
誓
い
で
は
、
幼
児

が
「
道
路
で
は
遊
び
ま
せ
ん
」「
飛
び
出

し
は
し
ま
せ
ん
」
な
ど
五
つ
の
事
を
誓
い

ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
あ
と
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
青
森
県
警
察
音
楽
隊
の

大
間
地
区
交
通
安
全
協
会
風
間
浦
支
部

大
間
地
区
交
通
指
導
隊
風
間
浦
支
部

風
間
浦
村
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

風
間
浦
保
育
所
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ

電
源
開
発
株
式
会
社
大
間
原
子
力
建
設
所

風
間
浦
村
交
通
死
亡
事
故

「
０
」
の
日

　
　

継
続
６
０
０
０
日
達
成
記
念
大
会
開
催

　
平
成
23
年
３
月
10
日
、
風
間
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
風
間
浦
村
交
通

死
亡
事
故
「
０
」
の
日
継
続
６
０
０
０
日
達
成
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、
村

内
外
か
ら
関
係
者
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
風
間
浦
村
は
、
平
成
６
年
９
月
に
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
以
来
、
16
年

余
り
交
通
死
亡
事
故
「
０
」
の
日
を
継
続
し
、
本
年
２
月
27
日
に
６
０
０
０

日
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

6000日達成を目前に街頭で交通安全の呼びかけを実施

交通安全協力者に感謝状を授与

あいさつする蛸島敏春交対協会長

大会に花を添えてくれた青森県警音楽隊とカラーガード隊

●
感
謝
状
贈
呈
団
体

迫
力
あ
る
演
奏
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ

る
軽
快
な
演
技
に
会
場
は
大
き
く
沸
き
、

記
念
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

工
事
車
両
等
の
増
加
に
よ
り
、
風
間
浦

村
を
取
り
巻
く
交
通
事
情
は
決
し
て
良
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
意
識

し
、
い
つ
ま
で
も
交
通
死
亡
事
故
「
０
」

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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・投票のできる時間は、午前７時から午後８時までです。
・投票の順序は村長選挙を先に行い、続いて村議会議員一般選挙を行います。
・投票用紙は、村長選挙についてはピンク色の用紙に文字黒刷り、村議会議員
一般選挙については白色の用紙に文字黒刷りです。
　村長選挙は記号式投票で行います。
　ただし、期日前投票及び不在者投票は自書式投票となっています。
　村議会議員一般選挙はすべて自書式で行います。

・選挙人名簿に登録されている人。
・年齢要件　→　平成３年４月25日までに生まれた人。
・住所要件　→	 平成23年１月18日までに風間浦村に住民登録をして投票日ま
でに引き続き住所を有している人
※村外へ転出した人　→　当該選挙資格がなくなります。

　次のような理由で選挙の当日に投票所で投票できない人は、その理由を申し
出し、必要書類（投票用紙等・請求書）に記載して期日前投票及び不在者投票
をすることができます。
・職務（出稼ぎ）または業務に従事中である場合
・やむを得ない用事や事故または旅行中の場合
・病気、けがなどで病院や施設に入院している場合

　期日前投票ができるのは、選挙期日の告示の翌日（４月20日）から投票日前
日（４月23日）の間の午前８時30分から午後８時までです。投票場所は役場と
なります。
　ただし、損害で投票する場合での不在者投票用紙は告示日の２日前の４月17
日から郵便発送できますので、不在者投票用紙等・請求書をあらかじめ選挙管
理委員会に提出してください。

　有権者の皆さんは、明日の風間浦村のために一票を投じましょう。
　また、明るくきれいな選挙が行われるようお互い心掛け、選挙違反のない明るい村づ
くりを推進しましょう。� 村　民　各　位

　任期満了による村長選挙と村議会議員一般選挙が臨時特例法第1条の規定により、平成23年
４月24日（日）に同時執行されます。

選挙日　平成２３年４月２４日（日）　告示日　平成２３年４月１９日（火）

投 票 の
方　　法

投 票 が
できる人

投票日に
投票所で
投票でき
ないとき

期 日 前
投 票 の
手 続 き

風 間 浦 村 選 挙 管 理 委 員 会

風 間 浦 村 長 選 挙
風間浦村議会議員一般選挙の
執 行 に つ い て
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No 学校・学年 氏　　名 業　　　　　　　　　　　　　績

1 下風呂小・１年 荒
あら

　木
き

　瑠
るう

　空
く

青森県密漁防止ポスターコンクール 銀　賞

2 蛇 浦 小・１年 柴
しば

　垣
がき

　銀
ぎん

　次
じ

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 特　選

3 蛇 浦 小・１年 亀
かめ

　谷
や

　皇
こう

　太
た

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 特　選

4 蛇 浦 小・１年 伊
い

　藤
とう

　莉
り

　那
な

第10回県下小中学校書初め展 特　選

5 蛇 浦 小・１年 駒
こま

　嶺
みね

　　　錬
れん

第10回県下小中学校書初め展 準特選

6 蛇 浦 小・２年 山
やま

　本
もと

　咲
さく

　良
ら

第１回「わたしが思う農業・自然」書道コンクール＜半紙の部＞ 銀　賞

7 蛇 浦 小・２年 木
きの

　下
した

　歩
あゆ

　美
み

第１回「わたしが思う農業・自然」書道コンクール＜半紙の部＞ 銅　賞

8 蛇 浦 小・２年 木
きの

　下
した

　朋
とも

　花
か

第１回「わたしが思う農業・自然」書道コンクール＜半紙の部＞ 佳　作

9 蛇 浦 小・２年 根
ね

戸
と

内
ない

　夢
ゆめ

　斗
と 第78回東奥美術展＜絵画の部＞

第20回青森県文芸コンクール＜ジュニア俳句の部＞
佳　作
佳　作

10 易国間小・３年 阿
あ

　部
べ

　大
だい

　輔
すけ

第55回下北小中学校教書大会 特　選

11 蛇 浦 小・３年 五
い

十
そ

洲
す

　ひかり 第34回下北地区読書感想文コンクール 秀作賞

12 蛇 浦 小・３年 宮
みや

　下
した

　　　楓
かえで

第５回社会科新聞コンクール 最優秀賞

13 蛇 浦 小・３年 亀
かめ

　谷
や

　聖
せ

　夏
な

第10回県下小中学校書初め展 特　選

14 下風呂小・４年 坂
さか

　　　良
ら

　衣
い

第１回けんしんようエコ絵画コンクール 優秀作品賞

15 蛇 浦 小・４年 蛸
たこ

　島
しま

　進
しん

之
の

介
すけ 第55回下北小中学校教書大会

青森県納税貯蓄組合連合会表彰＜習字の部＞
特別賞
銅　賞

16 蛇 浦 小・４年 　渡
わたり

　谷
や

　茉
ま

　凜
りん

　 第55回下北小中学校教書大会 特　選

17 蛇 浦 小・４年 木
きの

　下
した

　彩
あや

　花
か

第10回県下小中学校書初め展 特　選

18 易国間小・５年 伊
い

　勢
せ

　愛
まな

　永
え

第55回下北小中学校教書大会 特　選

19 蛇 浦 小・５年 蛸
たこ

　嶋
しま

　ちぐさ 第９回りんり俳句大会＜二学期の部＞ 銀　賞

20 蛇 浦 小・５年 駒
こま

　嶺
みね

　　　茜
あかね 第55回下北美術展教書大会

MOA美術館下北半島児童作品展＜書写の部＞
特別賞

ボーイスカウト賞

21 蛇 浦 小・５年 宮
みや

　野
の

　芳
よし

　樹
き

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 特　選

22 蛇 浦 小・５年 木
きの

　下
した

　　　拓
たく

第55回下北小中学校教書大会 特　選

23 下風呂小・６年 小
こ

　山
やま

　香
か

　澄
すみ

青森県納税貯蓄組合連合会表彰＜作文の部＞ 奨励賞

24 下風呂小・６年 酒
さか

　井
い

　香
か

朱
す

美
み

すこやか12歳･15歳審査会＜小学校女子の部＞ すこやか大賞

25 下風呂小・６年 佐
さ

　賀
が

　美
み

寿
す

々
ず 第５回社会科新聞コンクール＜６年生の部＞

第60回下北美術展＜版画の部＞
最優秀賞
準特選

26 易国間小・６年 岩
いわ

　間
ま

　太
たい

　志
し

むつ下北租税教育推進懇話会「税を知る週間」納税作品展 むつ税務署長賞

27 易国間小・６年 柴
しば

　田
た

　莉
れい

　奈
な

すこやか12歳･15歳審査会＜小学校女子の部＞ すこやか大賞

28 蛇 浦 小・６年 宮
みや

　野
の

　真
ま

　由
ゆ むつ下北地区租税教育推進協議会<納税作品展＞

第55回下北小中学校教書大会
風間浦村長賞
特　選

29 蛇 浦 小・６年 川
かわ

　崎
さき

　優
ゆ

　衣
い

第９回りんり俳句大会＜一学期の部＞ 銀　賞

30 蛇 浦 小・６年 大
おお

　野
の

　朱
あか

　里
り

第５回社会科新聞コンクール 最優秀賞

【小学校・文化の部】

 受賞おめでとう！
　　平成22年度の教育委員会表彰で個人52名と２団体が受賞されました。
　　受賞者は次のとおりです。今後の益々の活躍を期待します。
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No 学校・学年 氏　　名 業　　　　　　　　　　　　　績

1 下風呂小・５年 長
は

　谷
せ

　悠
ゆう

　平
へい

第17回むつ下北地区小学校陸上競技大会＜男子ソフトボール投げ＞ 第 3位

2 易国間小・５年 遠
えん

　藤
どう

　誠
せい

　也
や 第32回青森県スポーツ少年団フェスティバル陸上競技記録会

＜５年男子走幅跳＞ 第 2位

3 易国間小・６年 筑
つく

　田
だ

　くる美
み 第29回青森県小学校陸上競技記録会＜女子走高跳＞

第17回むつ下北地区小学校陸上競技大会＜女子走高跳＞
第 6位
第 2位

No 学校・学年 氏　　名 業　　　　　　　　　　　　　績

1 風間浦中・１年 吉
よし

　田
だ

　海
かい

　飛
と

下北中学校英語スピーチコンテスト＜暗唱の部＞ 第 3位

2 風間浦中・２年 中
なか

　島
じま

　和
かず

　希
き

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 準特選

3 風間浦中・２年 蛸
たこ

　嶋
しま

　亮
りょう

　介
すけ

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 準特選

4 風間浦中・３年 岩
いわ

　間
ま

　裕
ひろ

　貴
たか

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 特　選

5 風間浦中・３年 中
なか

　島
じま

　瑞
みず

　季
き

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 準特選

6 風間浦中・３年 木
きの

　下
した

　穂
ほの

　花
か

第60回下北美術展＜絵画の部＞ 準特選

7 風間浦中・３年 永
なが

　井
い

　和
のど

　花
か

第34回むつ下北地区読書感想文コンクール 秀作賞

No 学校・学年 氏　　名 業　　　　　　　　　　　　　績

1 風間浦中・３年 古
ふる

　谷
や

　喜
よし

　希
き

平成23年２月６日の火災発生時に初期消火に協力

2 風間浦中・３年 岩
いわ

　間
ま

　裕
ひろ

　貴
たか

平成23年２月６日の火災発生時に初期消火に協力

3 風間浦中・３年 　蝦
えび

　名
な

　　　舜
しゅん

　 平成23年２月６日の火災発生時に初期消火に協力

4 風間浦中・３年 廣
ひろ

　谷
や

　　　壮
そう

平成23年２月６日の火災発生時に初期消火に協力

No 学校・学年 氏　　名 業　　　　　　　　　　　　　績

1 風間浦中・１年 能
の

　渡
と

　優
ゆう

　士
し

下北中体連秋季大会　１年砲丸投 第 3位

2 風間浦中・２年 　渡
わたり

　谷
や

　夏
か

　帆
ほ

　 下北中体連秋季大会　２年走幅跳 第 3位

3 風間浦中・２年 木
きの

　下
した

　真
ま

　希
き

下北中体連秋季大会　２年砲丸投 第 2位

4 風間浦中・２年 宮
みや

　野
の

　真
ま

　貴
き 下北中体連夏季大会　共通800M

下北中体連秋季大会　２年800M
第 1位
第 2位

5 風間浦中・２年 小
こ

　山
やま

　慶
けい

　太
た 青森県新人陸上選手権大会　２年110MH

下北中体連秋季大会　２年110MH
第 4位
第 3位

6 風間浦中・３年 酒
さか

　井
い

　保
やす

　彰
あき

下北中体連夏季大会　２・３年1,500M 第 1位

7 風間浦中・３年 　碇
いかり

　谷
や

　春
かす

　実
み

　 下北中体連夏季大会　共通800M 第 2位

8 風間浦中・３年 木
きの

　下
した

　穂
ほの

　花
か

下北中体連夏季大会　共通四種 第 3位

9 風間浦中学校野球部 東北新人軟式野球大会むつ地区予選
下北中体連秋季大会

第 3位
第 3位

10 風間浦中学校陸上部 はまなす駅伝競走大会
下北中体連秋季大会　男子トラックの部

第 1位
（大会新記録）
第 3位

【中学校・文化の部】

【小学校・スポーツの部】

【中学校・スポーツの部】

【中学校・社会貢献の部】
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力強い獅子舞いを披露（うみねこ子ども会）

華麗な笠踊りを披露
（うみねこ子ども会女子）

風間浦音頭で風間浦村をアピール
（蛇浦婦人会）

　

こ
の
ほ
ど
、
易
国
間
小
学
校
に
同
校
の

昭
和
25
年
度
卒
業
生
の
有
志
の
方
々
か

ら
、
卒
業
祝
い
品
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
善
意
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
子
ど
も

　

平
成
23
年
３
月
６
日
（
日
）
北
通
り
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ
ン
グ｣

に
お
い

て
、「
北
通
り
地
域
伝
承
芸
能
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
北
通
り
地
域
に
お
い

て
、
何
世
代
に
も
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
民
俗
芸
能
及
び
そ
の
関
係
者
の
奨
励

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
お
り
、
北
通
り
三
ヶ
町
村
の
６
団
体

が
上
演
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
村
か
ら
は
、
蛇
浦
地
区
婦
人
会

が 

「
も
ち
つ
き
踊
り
」、
う
み
ね
こ
子
ど

第
６
回
北
通
り
地
域

  

伝
承
芸
能
発
表
会

の
こ
ろ
過
ご
し
た
「
ふ
る
さ
と
」
に
少
し

で
も
感
謝
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
６

年
前
に
始
ま
り
、
最
初
の
こ
ろ
は
有
志
の

方
々
の
依
頼
を
尊
重
し
て
、氏
名
を
伏
せ
、

内
緒
で
卒
業
生
に
手
渡
し
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら
は

代
表
の
方
が
卒
業
式
に
出
席

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に

贈
呈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

今
年
は
、
事
情
が
あ
っ
て

卒
業
式
へ
の
出
席
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
有
志
の

方
々
が
60
年
前
の
小
学
６
年

生
の
時
に
教
わ
っ
た
、
山
本

有
三
氏
の
「
心
に
太
陽
を
持

て
」と
い
う
詩
が
紹
介
さ
れ
、

「
読
ん
で
い
る
と
元
気
が
出

て
く
る
い
い
詩
だ
と
思
い
ま

す
。
何
か
の
時
に
声
を
出
し

て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
卒

業
生
10
名
に
卒
業
祝
い
品
と

一
緒
に
児
童
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
25
年
度
卒
業
生
の
有

志
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
会
（
蛇
浦
地
区
）
が
「
蛇
浦
折
戸
神
社

子
ど
も
神
楽
」
と
「
笠
踊
り
」
を
上
演
し
、

風
間
浦
村
の
郷
土
芸
能
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

心
に
太
陽
を
持
て
。

あ
ら
し
が
　
ふ
こ
う
と
、

ふ
ぶ
き
が
　
こ
よ
う
と
、

天
に
は
黒
く
も
、

地
に
は
争
い
が
絶
え
な
か
ろ
う
と
、

い
つ
も
　
心
に
太
陽
を
持
て
。

く
ち
び
る
に
歌
を
持
て
、

軽
く
、
ほ
が
ら
か
に
。

自
分
の
つ
と
め
、

自
分
の
く
ら
し
に
、

よ
し
や
苦
労
が
絶
え
な
か
ろ
う
と
、

い
つ
も
、
く
ち
び
る
に
歌
を
持
て
。

苦
し
ん
で
い
る
人
、

悩
ん
で
い
る
人
に
は
、

こ
う
、
は
げ
ま
し
て
や
ろ
う
。

「
勇
気
を
失
う
な
。

く
ち
び
る
に
歌
を
持
て
。

心
に
太
陽
を
持
て
。」

卒
業
生
の
皆
さ
ん

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

漢
和
辞
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

易
国
間
小
卒
業
生
有
志
15
名
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平成23年４月から「障害年金加算改善法」が施行されます。
　これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時に、受給権者によって生計を維持している配偶者や
お子様がいる場合で、障害等級が１級または２級に該当する方に加算を行っておりましたが、平成23年
４月施行の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、障害年金を受ける権利が発生した後に、生
計を維持することになった配偶者やお子様がいる場合にも届出によって加算を行うことになります。

○受給権発生時に既に生計を維持する配偶者やお子様を有している場合には、受給権発生時（※）か

ら加算の対象となります。※受給権発生時における生計維持関係を確認していました。

○平成23年４月１日より前において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有している場

合には、法施行時（※）から加算の対象となります。

※平成23年３月31日における生計維持関係を確認することとなります。

○平成23年４月１日以降において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有することとなっ

た場合は、その事実が発生した時点（※）から加算の対象となります。

※婚姻、出生等の事実が発生した日における生計維持関係を確認することとなります。

　このたびの法律改正により、障害基礎年金の子加算の範囲が拡大されることで、併せて障害基礎年

金の子加算の運用についても見直しが行われます。

　児童扶養手当は、お子様が障害基礎年金の子加算の対象である場合は支給されませんが、平成23年

４月以降は、児童扶養手当額が障害基礎年金の子加算額を上回る場合においては、年金受給権者とお

子様の間に生計維持関係がないものとして取扱い、子加算の対象としないことにより児童扶養手当を

受給することが可能となります。

　詳しくは下記の照会先までお問い合わせください。

○児童扶養手当と障害基礎年金の子加算の間で受給変更ができる場合とは

　両親の一方が児童扶養手当法施行令で定める障害（国民年金または厚生年金保険法１級相当）の

状態にあることで、配偶者に支給される児童扶養手当と障害基礎年金の子加算で受給変更が可能

となります。

○児童扶養手当と障害基礎年金の子加算の間で受給変更ができない場合とは

　母子世帯や父子世帯の方は、児童扶養手当と障害基礎年金の子加算で受給変更ができません。

◆照会先
【障害年金加算改善法について】
・むつ年金事務所お客様相談室（0175－23－7955）及び風間浦村役場の国民年金担当窓口
　（年金の手続については、平成23年４月１日以降に手続きいただきますようお願いします。）
【児童扶養手当額や児童扶養手当制度について】
・風間浦村役場児童扶養手当担当窓口（村民生活課　☎３５－３１１１）

平成23年３月までは

平成23年４月からは加算の範囲が拡大されます！

障害基礎年金の子加算の運用の見直しと児童扶養手当との関係について
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緑の募金のお願い　～村の緑を守り育てる～
　皆様のご協力の下に育った木々が鮮やかな緑をまとって、私たちの心を和ませてくれています。
　募金のお願いに各地区婦人会の方々がお伺いした際には、皆様のご協力をお願いします。
　寄せられた皆様方のご好意は、地球温暖化防止につながる森林・緑づくりに活用されます。
■募金期間：４月１日から５月31日

平成23年東北地方太平洋沖地震
により被災された皆様へ

国家公務員採用試験のお知らせ

大間病院からのお知らせ

農業者の皆様へ

　平成23年東北地方太平洋沖地震により被害を受
けられた方に対して、次のとおり被害の状況に応
じた県税の減免措置があります。
　また、災害により一時に納付できない方は、各
地域県民局県税部へご相談ください。
減免措置
１　対象者
　　県税の課税地または住所地が県内にある方の
うち、財産等に甚だしい被害を受けた方
２　減免する税目及びその範囲
　⑴減免する税目
　　個人事業税、不動産取得税及び自動車税
　⑵減免する範囲
　　ア　個人事業税及び自動車税
　　　　平成23年度までの各年度分のもの
　　イ　不動産取得税
　　　　災害時までに取得した不動産に係るもの
　　なお、他の税目についても減免となる場合が
ありますので、最寄りの地域県民局県税部へご
相談ください。
　　ただし、いずれの税目についても、納付済み
のものについては適用になりません。
３　減免の手続き
　　被災証明等の証明書を添付して各地域県民局
県税部に申請してください。

納税の猶予制度等
　上記の減免措置のほか、災害により県税を一時
に納付することができないときは、申請により県
税の徴収を猶予する制度がありますので、詳しく
は最寄りの地域県民局県税部にお問い合わせくだ
さい。
■問合せ先
　下北地域県民局県税部　☎0175－22－8581

　人事院では、国家公務員採用Ⅲ種試験（高校卒
業程度）を実施いたします。
　受付は６月21日（火）から６月28日（火）まで（最
終受付日の通信日付印有効）で、第１次試験は９
月４日（日）に行います。
　なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内
容については、人事院ホームページ又は下記にお
問い合わせください。
■問合せ先
　人事院東北事務局　第二課　試験係
　☎０２２－２２１－２０２２
　人事院ホームページ
　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

当院は鼻から診る
胃の内視鏡検査が行えます

・直径わずか5.9㎜で「経口」・「経鼻」からも挿入
できます。
・経鼻からの挿入であるため咽頭反射が少なく検
査が楽です。

経鼻的胃内視鏡検査＝鼻から入れる胃カメラ

　外径5.9㎜の細いスコープが開発され、鼻から
胃カメラを挿入することができるようになりまし
た。口から胃カメラを入れると舌根部（舌の付け
根）にスコープがあたり圧迫刺激するので「オ
エッ」となりますが、鼻から入れるとそれがない
のが楽です。
　また、検査中モニターに映し出される自分の胃
の映像を見ながら検査医と会話ができます。

検査の方法

１．口からの胃カメラと同様に胃の中の泡をなく
す薬を飲みます。

２．鼻の孔に鼻腔を広げる薬を入れます。
３．麻酔薬のゼリーを鼻の孔に注入、麻酔薬のつ
いた柔らかいビニールの管を鼻に入れ鼻を麻
酔します。のどにも軽く麻酔をします。

　　※注射ではなく、「塗る」麻酔です。
４．口からのカメラと同様に検査のベッドに体の
左側を下にして横になります。

農業者個別所得補償制度の
受付が始まりました。

◇畑作物にも対象を拡大して本格実施します。
●我が国の食料自給率向上と農業の再生を目指す
対策です。
●交付申請期限は、６月30日です。
●ご相談は、風間浦村地域水田協議会（農林主管
課、JA等）、お近くの農政事務所まで。

■問い合せ先
　青森県農政事務所農政推進課
　☎０１７－７７７－３５１２（内線331）
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社
　
協
　
だ
　
よ
　
り
Vol.213

ぼうずめくり みなさん大喜びでした

　

こ
の
た
び
発
生
し
た
「
東
北
関
東
大
震

災
」
に
つ
い
て
は
、
災
害
規
模
が
激
甚
で

あ
る
こ
と
か
ら
、中
央
共
同
募
金
会
で
は
、

次
の
と
お
り
全
国
災
害
た
す
け
あ
い
と
し

て
被
災
者
へ
の
義
援
金
を
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
趣
旨

　

こ
の
度
の
大
震
災
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
中
央
共
同
募
金
会
は
、
各
都
道
府

県
共
同
募
金
会
と
連
携
の
上
「
全
国
災
害

た
す
け
あ
い
」を
実
施
し
、被
災
者
の
方
々

の
救
助
の
一
助
と
す
る
た
め
に
災
害
義
援

金
を
募
集
す
る
。

◎
義
援
金
の
名
称

　
「
東
北
関
東
大
震
災
義
援
金
」

◎
受
付
期
間

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日
（
月
）
～

　

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
（
金
）
迄

◎
義
援
金
受
入
口
座（
郵
便
局
の
み
抜
粋
）

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

郵
便
振
替
口
座

　
　
　

０
０
１
７
０
‐
６
‐
５
１
８

　

口
座
名
義

　
　

中
央
共
同
募
金
会

　
　

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

　
　

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
本
支
店
間
の
振
込

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◎
現
金
書
留
に
よ
る
送
金

　

〒
一
〇
〇
‐
〇
〇
一
三

　
　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目

　
　

三
番
二
号　

新
霞
が
関
ビ
ル
五
階

　
　
「
社
福　

中
央
共
同
募
金
会
」

　

※
封
筒
に
「
救
助
用
」
と
明
記
下
さ
い
。

　

※
郵
便
料
金
は
免
除
に
な
り
ま
す
。

◎
義
援
金
の
配
分

　
　

関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
義
援
金
配

分
委
員
会
で
決
定
し
、
被
災
者
に
配
分

し
ま
す
。

◎
領
収
書
の
発
行

　
　

振
込
金
受
領
書
等
を
も
っ
て
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
、
法
人
税
）
の

適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
そ
の
他

・
銀
行
で
の
取
り
扱
い
も
あ
り
ま
す
が
、

村
内
に
支
店
が
無
い
た
め
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

・
社
会
福
祉
協
議
会
（
村
共
同
募
金
委
員

会
事
務
局
）
で
も
受
付
致
し
ま
す
が
、

出
来
る
限
り
金
融
機
関
に
て
送
金
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は「
中
央
共
同
募
金
会
」の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

　
　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
風
間
浦
村
共
同
募
金
委
員
会

	

会
　
長
　
　
中
　
津
　
義
　
悦

　

こ
の
ほ
ど
、
下
風
呂
小
学
校
を
会
場
に

地
域
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
（
老
人
ク
ラ

ブ
や
一
人
暮
ら
し
の
方
々
）
と
、
三
・
四

学
年
の
子
供
達
と
の「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た（
川
島
）

　

二
月
二
十
二
日
（
火
）
開
催
の
理
事
会
、

評
議
員
会
に
お
い
て
「
民
生
委
員
児
童
委

員
の
異
動
に
よ
る
新
理
事
・
評
議
員
の
選

任
」
に
つ
い
て
審
議
、
同
意
さ
れ
、
次
の

と
お
り
後
任
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
款
の
規
定
に
よ
り
役
員
（
理

事
十
二
名
・
監
事
二
名
）
は
評
議
員
会
に

お
い
て
選
任
し
、
評
議
員
（
二
十
六
名
）

は
理
事
会
に
お
い
て
選
任
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
任
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の

残
任
期
間
で
あ
る
平
成
二
十
三
年
四
月

三
十
日
迄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
新
理
事
】

・
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　

佐　

藤　

健　

介

	

（
民
生
委
員　

中
野　
　

耐
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　

蛸　

嶋　

正　

男

	

（
民
生
委
員　

阿
部　

利
行
）

【
新
評
議
員
】

・
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　

高　

佐　

八
重
子

	

（
民
生
委
員　

今
井　

千
江
子
）

※
（　

）
内
は
前
任
者
の
職
氏
名

※
敬
称
略

東
北
関
東
大
震
災
に
伴
う

災
害
義
援
金
の
募
集
に
つ
い
て

下
風
呂
小
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
! !

新
役
員
・
評
議
員
紹
介
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　村では年４回、総合健診を行っていますが、その中で眼底検査というものを行っています。これ
は眼の中の神経や血管の状態をみることで、眼の病気がないか検査するものです。私たちの生活に
とって視覚はとても大切なものでありますが、一度悪化してしまうと治療が難しい場合もあります。
定期的に検査をし、自分の眼に関心を持つようにしましょう。今回は特定健診結果の表記について
解説いたします。

　普段私たちが見ている景色は、角膜・水晶体
等を通り、網膜に映されます。その情報は視神
経を通り、脳に届くことで、私たちは映像とし
て認識しています。

  光が通る角膜・水晶体や硝子体を総称して透
光体といいます。また、網膜上の視神経が出
ているところを視神経乳頭といいます。

　眼の病気は症状が出るのが遅い場合もあり、後遺症につながる場合もあります。
　健診で軽度異常と判定された人でも眼科等を受診するようにしましょう！！
　何か健診結果等でご心配なことがございましたら、
　村民生活課保健衛生グループ 保健師までお問い合わせください。　　ＴＥＬ：３５－３１１１

健診結果 眼の状況 考えられる疾患

視神経乳頭陥凹 視神経乳頭が通常よりへこんでいる状態
　⇒視神経が減っているため、へこんでいる
ように見える

緑
りょく

内
ない

障
しょう

（視野が狭くなる、頭痛など、無症
状の場合もあります）

透光体混濁 光が通る水晶体や硝子体がにごっている状態 白内障

黄斑部の異常 黄斑部とは網膜上にある少しへこんだ部分の周囲
のことで、明暗や色覚を識別する細胞等が多くあ
り、視力の重要な部分です。
　⇒ここが何らかの異常があると、視力の低下等
につながり、最悪の場合、失明の原因にもなりか
ねません！

加齢性黄斑性疾患

健　康　だ　よ　り
眼底検査をご存知ですか？

眼の構造

健診結果からみる眼の異常！
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氏　名
（保護者）

おおきくなったら

写　真

　今年は、９名が小学校に入学しました。子
供たちに「大きくなったら何になりたいか」
を聞いてみましたので紹介します。

蛇
浦
小
学
校

　
　
　〈
５
名
〉 

易
国
間
小
学
校

　
　
　
　
　
〈
２
名
〉 

下
風
呂
小
学
校

　
　
　
　
　
〈
２
名
〉 

齊藤　一
ち

愛
なり

さん
（宏　樹）

ハンバーガー屋

大室　泰
たい

雅
が

くん
（敏　彦）

消防士

中島鴻
こう

之
の

丞
すけ

くん
（順）

野球の選手

亀谷　孝
こう

海
み

さん
（孝　信）
お花屋さん

駒嶺　　遼
りょう

くん
（祐　大）

スポーツカーの運転手

川島ひとみさん
（政　春）

アイス屋さん

渡谷　凜
りん

夏
か

さん
（芳　幸）

ケーキ屋さん

柴垣　胡
く る み

桃さん
（和　仁）

フィギュアスケート選手

木下　陽
はる

喜
き

くん
（喜　友）

サッカー選手

　NTT東日本青森支店では、４月
中に順次、新しい電話帳（平成23年
５月発行）を各ご家庭・事業所へお
届けします。現在お使いの電話帳は、
新しい電話帳の配達時に回収いたし
ますので、配達員へお渡しください。
　なお、ご不在等で配達員に古電話
帳を渡せなかった場合、下記「タウ
ンページセンタ」までご連絡いただ
ければ後日改めて回収に伺います。
■問合せ　タウンページセンタ
　（平日：午前９：00 ～午後５：00）
　電話０１２０－５０６－３０９

【４・５月コミュニケーションシアターのご案内】
　コミュニケーションシアターでは、４月～５月まで以下の
ソフトを上映しています。（但し、イベント開催日は除く。）
	①10：00 ～　③15：00 ～
　『サイエンスレンジャーによるおもしろ実験工房』（35分）
	②12：00 ～
　『ＩＭＡＸワールド　地球創世／太陽系惑星と地球の起源』（35分）
　※当館にお越しの際には、ぜひシアターへも足を運んでみてください。

【科学技術週間イベント(無料開放)のご案内】
　むつ科学技術館では、４月17日（日）に科学技術週間イベントを開催いたします。
　当日は無料開放とし、コミュニケーションシアターでの映画上映、ちびっこ工
作教室（中学生以下対象となり、参加費は100円です。）、理科実験・観察など、
楽しい企画をご用意してお待ちしております。ぜひご家族やお友達と遊びに来て
下さいね！
　詳しいイベント内容につきましては、お気軽に当館までお問い合わせ下さい。
■問合せ先　むつ科学技術館　Tel25－2091　Fax25－2092
　　　　　　《URL》http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

むつ科学技術館だより NTT東日本発行の電話帳を配達・回収します
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戸 籍 の 窓
●お誕生おめでとう

●お悔やみ申し上げます

（２月届出分）

木　下　笑
えみ

　那
な

	ちゃん　（博登）　桑　畑

亀　谷　秀　子	さ　ん			（68歳）　蛇　浦
松　本　い　せ	さ　ん			（85歳）　蛇　浦
山　本　三　郎	さ　ん			（62歳）　蛇　浦
長　谷　哲　美	さ　ん			（56歳）　下風呂

（２月末現在）

私たちの村の人口

　男　　1,235人　（先月比±０人　）

　女　　1,225人　（　〃　＋３人　）

　計　　2,460人　（　〃　＋３人　）

世帯数　1,045世帯（　〃　＋３世帯）

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
」
に
よ
り
、
各
方
面
に
お
い

て
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
幸

い
に
も
村
内
に
お
い
て
は
、
人
的
な
被
害

は
な
く
、
そ
の
他
の
被
害
も
比
較
的
少
な

い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

風
間
浦
村
で
は
、
万
が
一
の
事
態
に
備

え
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
取
っ
て

お
り
ま
す
が
、
村
民
み
な
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
十
分
な
対
策
と
今
後
の
災
害

等
に
万
全
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
普
段
か

ら
の
心
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
震
災
に
お
い
て
、

青
森
県
町
村
会
の
依
頼
を
受
け
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
者
に
対
す
る
救
援

物
資
の
募
集
を
行
い
、
集
ま
っ
た
物
資
を

３
月
23
日
に
集
約
地
で
あ
る
八
戸
市
へ
搬

送
し
ま
し
た
。

　

支
援
物
資
の
提
供
や
募
金
に
ご
協
力
い

た
だ
き

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

支
援
物

資
は
自

衛
隊
を

通
し
て

各
被
災

地
へ
届

け
ら
れ

ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て


